
  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

旧年中は保護者のみなさま方には，本校の教育活動へのご理解・ご協力と、授業参観・フリ

ー参観・三者懇談会・体育祭・文化祭等学校行事への多数の来校いただき、また２学期末には

学校自己評価アンケートにもご協力いただきありがとうございました。結果の集約と分析が出

来次第ご報告をさせていただきます。本年も昨年と変わらぬご支援ご協力のほど，引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

令和８年新春 教職員一同 

15 日間の冬休みが終わり、いよいよ 3 学期が始まりました。20２６年は始まったばかりですが、今年

度のしめくくりの学期が始まったことになります。 

始業式でお話ししましたが、松下電器（現パナソニック）の創業者の松下幸之助さんがお正月を例えて次

のような言葉を残しています。 

「竹にフシがなければ、ズンベラボーで、とりとめがなくて、風雪に耐えるあの強さも生まれてこないで

あろう。 

竹にはやはりフシがいるのである。 

同様に、流れる歳月にもやはりフシがいる。 

ともすれば、とりとめもなく過ぎていきがちな日々である。 

せめて年に一回はフシをつくって、身辺を整理し、長い人生に耐える力

を養いたい。 

 そういう意味では、お正月は意義深くて、おめでたくて、心もあらたまる。 

 常日ごろ考えられないことも考えたい。無沙汰のお詫びもしてみたい。 

 そして、新たな勇気と希望も生み出したい。 

 すがすがしくて、さわやかで、お正月はいいものである」 

松下電器（現パナソニック）創業者 松下幸之助の言葉より 

お正月、１月は１年間の節目として、心新たにして希望や夢をもって将来に向かっていくための勢いをつ

ける機会としてほしいと思います。 

今年は午年でしかも６０年に１回の丙午（ひのえうま）の年と言われています。私も丙午生まれですが、

出生数が前の年よりも２５％も少なくなっています。６０年前とは言え、すでに新幹線も開通し、科学技術

も発達してきた時代においても、この年は様々な迷信に惑わされて出生数の激減が社会問題ともなりまし

た。 

竹は強さとしなやかさを併せ持っています。これからの社会を生きる子どもたちにも、さまざまな迷信や

フェイクに惑わされない、竹のようなしなやかな思考と強い心を持ってほしいと願っています。２学期の終

業式でもお話ししたように、学校での学びはそのためのものでもあります。 



 

2 学期後半に活躍した生徒のみなさんの表彰伝達を、2 学期終業式と３学期始業式との 2 回に分けてお

こないました。表彰されなかった生徒のみなさんも、様々な場面で輝いたり成長したりした 2 学期ではな

かったでしょうか。202６年もさらに成長してくれることを期待しています。 

 

 



 

2 学期に活躍した生徒のみなさんの表彰伝達を、2 学期終業式と３学期始業式との 2 回に分けておこな

いました。表彰こそされなかった生徒のみなさんも、様々な場面で成長した 2 学期ではなかったでしょう

か。2025 年もさらに成長してくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２３日（月）表彰伝達 １月７日（水）表彰伝達



 

 

 


